
「厚生の指標」 投稿規定

PZXX/ 年 ' 月から実施Q 

衛生・福祉・保険・年金に関連する統計を利用した論文の投稿を歓迎しています

（他誌に発表されたもの， 発表予定のもの，過去１年以内の本誌への同一投稿者によるも

の，または，共同執筆で同一投稿者とみなされるものを除く）。

原稿の執筆要領

１ 原則としてワープロ使用・横書きにより，Ａ４用紙に !Z 字JZ% 行で印刷（図表を含め
て YX 枚程度）し，正副各１部（最終稿提出時に;9 添付
本文はH0(R[図表は:4OS)）を郵
便で提出する。なお，英字とアラビア数字は原則として半角とし，句読点は「 。」「， 」

とする。

２ 論文には，原則として抄録（和文 Y[XXX 字以内）を添付する。抄録は構造化抄録
PC.(1O.1(SRK7N,.(MO.Qの形式をとり ，目的，方法，結果（成績），結論の順に見出しを付

して記述し，末尾にキーワード（６個以内）を示す。

３ 本文は，原則として緒言（序，はじめに等），方法（研究方法，調査方法等），結果（研

究結果，調査結果等），考察，結語（おわりに，あとがき等…省略可），謝辞〔必要な場合〕， 
文献の区分を設けて記述する。 なお，本誌読者が各層にわたるので，簡潔にわかりやす

く記述する。

４ 図表は，本文中に書き込まず別葉に作成し，図の文字，数字，記号は，そのまま掲載

可能な明瞭で十分な大きさのものとする（原則として１頁に１図表，カラー印刷不可）。ま

た，本文の引用個所の右欄外に手書きで図表番号を付記して示す。

５ 文献の書き方は，バンクーバー・スタイル �Q
%Q に準じ，本文の引用個所に肩付き数字を

記入し，本文の最後に一括して引用番号順に下記の書式で記載する（文献の著者が３人ま

では全員，４ 人以上の場合は３人までの氏名を挙げ，４ 人目以降は省略してL他LPS.KM) Q と
する）。

６ ホームページPウェブサイトQからの引用を文献に示す場合は，L厚生労働省ホームペー
ジ（V..$6##333 +V)3 U0 "$QKZXX% Y Y L のように，ホームページ名，GA@ を記述するほか，
（可能なときは）著者のアクセス時期を併記する。

・雑誌の場合 著者名．表題．雑誌名 発行年P西暦Q； 巻P号Q：頁－頁
（例 Y） 瀬上清貴．新たに考案した「達成可能な長寿社会へ向けた目標値」PC7@EQの提案．
厚生の指標 Y///；!'P*Q：�
Y%． 

（例 Z） =M1S-,.SW-K:?[KBM(2W-KAC[KC-5RS(K7@[KS.KM) 
C.(S,,KW-K$M(S-.,K0TKOVW)R(S-K3W.VKRWMNS.S,K 

Y




+S))W.1, K9WMNS.S,K8M(SKY/*/；YZPYQ：Y*
Z� 

・単行本の場合 著者名．表題．編者名書名．発行所所在地：発行所[K 発行年P西暦Q；頁
頁

（例 Y） 古野純典．５つのがんの記述疫学的特徴 K 廣畑富雄編 K がんとライフスタイル K 東
京：日本公衆衛生協会[KY//Z；ZY
!�． 
（例 Z） C.(SW-S(K 9@[K D0(+M-K <A K =SM).VK BSM,1(S+S-.K COM)S, K DS3K I0(&：F4T0(RK 
G-W2S(,W.5K>(S,,[KY/*/；!*
/． 

受け付けと採否の決定

１ 随時，受け付けます（投稿料不要）。

２ 採否は，査読を経て本誌編集委員会が決定します。なお，採用論文については修正を

お願いする場合があります。不採用の分は原稿をお返しいたします。

３ 採用分については，原稿料はお支払いしませんが，掲載誌１部と抜刷�X 部を贈呈いた
します。また，採用論文は本誌掲載論文データベースに蓄積され，当協会ホームページの

「論文検索」システムのコンテンツとなります。

本誌掲載著作物の著作権について

本誌に掲載する著作物の著作権（複製権，翻訳・翻案権，公衆送信権等を含む）は，掲載

を了承された時点において，財団法人厚生統計協会に譲渡されるものといたします。なお，

著作者が再利用される場合においては，事前に再利用内容・方法等について当協会あてご

連絡いただきますようお願いいたします。
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